職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
◯床規模の総合病院の病理診断科で◯年間、細胞検査士として婦人科・呼吸器・尿・体腔液を中心に年間約◯件の一次スクリーニングを担当してきました。液状化検体細胞診（LBC）の標本作製とパパニコロウ染色の状態管理まで一貫して関わり、所見のある標本はマーキングと申し送りメモを添えて細胞診専門医へ提出する運用を定着させました。臨床側への検体採取方法の照会にも対応し、再提出が必要な検体を減らす取り組みを続けています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：病床数◯床・病理診断科と細胞検査室を併設する地域の総合病院
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：細胞検査士
【担当業務】
・婦人科・呼吸器・尿・体腔液・穿刺細胞診の一次スクリーニング（年間約◯件）
・所見のある標本のマーキング、申し送り事項の記載と細胞診専門医への提出
・液状化検体細胞診（LBC）の標本作製、パパニコロウ染色・ギムザ染色の管理
・ダブルチェック体制の運用と外部精度管理調査の検体準備・記録
【実績】
・申し送りメモの記載項目を統一し、標本と所見の対応が追えるよう整理した結果、医師からの再確認依頼への回答時間が従来の約◯分から約◯分に短縮した
・不適正となった検体の理由を月ごとに集計して外来・病棟に共有し、採取手順の説明資料を作成。再提出が必要な検体の件数が年間約◯件減少した


■活かせる経験・知識・スキル
・婦人科・呼吸器・尿・体腔液・穿刺細胞診のスクリーニングと標本整理
・LBC標本作製、パパニコロウ染色・ギムザ染色の工程管理と染色不良への対応
・病理検査システム・電子カルテでの検体受付、報告書作成補助
・細胞像の撮影と症例ファイルの整備、勉強会資料の作成
■資格
・臨床検査技師免許（20XX年3月取得）
・細胞検査士資格（20XX年X月認定）
■自己PR
見落としを防ぐための手順化が私の強みです。前任者ごとに差があったスクリーニングの記録様式を統一し、判定保留とした標本を月◯件単位で抽出して2名で再確認する運用を提案し、指摘内容を症例検討会の資料として蓄積しました。貴院でも、担当検体の特性に合わせたダブルチェックの記録と検討会への還元を通じて、検査室全体の精度管理に貢献したいと考えています。
以上
